
～発言・発話、ノート、評価カードより～
・何を学んでいるのか。
・どのように学んでいるのか。
・教科の見方・考え方を働かせているのか。

分かった！
・説明できた
・活用できた

根拠や理由を基に論理的に考える力の育成

授
業
改
善

探究的な言語活動

基礎的・基本的な知識・技能の習得

対話による深い学びの充実

分かったつもり
・説明できない
・活用できない

個の学びの
深まり

関連付け
意味付け

個の学び

対

話

確かめたいなぜ？

安心して
話せる ううん・・・

ここがよく分
からない

そういう
ことか

例えば・・・

対話の質を高める
環境づくり

もっと聴き
たい

発
話･

発
言
や
記
述
の
分
析

対話による学びを
促進する評価

昨年度から「対話による探究的な言語活動を取り入れることで、

個の学びが深まる」と仮説を立て、調査研究を進めています。

１年次は、「対話」を「互いの話を聴き合う場」にするための

環境づくりに取り組みました。その際、「教師の問いや言葉が

け」「評価カードによる対話スキルの育成」等の手立てを工夫し

ました。

２年次となる今年度は、「対話の質を高める環境づくり」「対

話による学びを促進する評価」の２つの視点を基に授業改善を進

めています。「対話の場を設定するタイミング」「子供同士の問

いを生み出す手立て」「対話スキルを教科のねらいに結びつける

振り返り」等の手立てを工夫した授業改善が、個の学びの深まり

に有効であったかを子供の発話・発言・記述等を基に紹介します。

「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた学習の在り方に

関する調査研究（２年次）
－観察･実験を取り入れた課題解決型学習を通して－

１年次の研究では、観察･実験を含む課題解決型学習の授業観

察から、「主体的・対話的で深い学び」の実現につながる要点

を整理し、整理した内容が授業改善に生かせることが分かりま

した。２年次の研究は、整理した内容を生かした観察･実験を通

して学びを深めるための具体的な手立てとその効果を明らかに

します。また、観察･実験を課題解決型学習で進める学習計画を

立てやすくするための「活用ツール」も紹介します。
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課題の把握 課題の追究 課題の解決

「主体的･対話的で深い学び」へとつながる具体的な手立て

課題解決型学習の流れ

センター＋研究協力校（小学校）

・ 活用ツールを利用した授業計画の立案･作成

・ 授業実践で取り入れた手立てとその効果

観察･実験を通して、学びを深めるための手立てを
取り入れた授業実践

「主体的・対話的で深い学び」の充実を図る指導に関する

調査研究（２年次）
－対話による探究的な言語活動の視点から－

児童生徒の自己適応感を促す心理教育プログラムに関する調査研究（1年次）
－あるがままの自分を感じるための学習プログラムの開発－

児童生徒を取りまく環境は、社会の急激な変化によって一層多様化、複雑化しています。児童生徒がその環境に適応することにとら
われ、自分の感情にうまく対処できず、自分らしくふるまえない状況があると考えています。自分らしさを感じられるように、【から
だ】の様子、【こころ】の動き、大切にしたい【かんがえ】を手がかりに、感情に意識を向け、自分に気づくことで自己理解を深め、
自分なりの自分を感じる学習プログラムを開発しています。感情にはたらきかけることで、児童生徒の自尊感情の安定、集中力の向上、
主体的な行動の活性化などの効果が期待できると考えています。はたらきかけの手順やせりふを具体化した短時間で実施できるいくつ
かのワーク（下表）で構成した「あるがままの自分を感じる学習プログラム（試用）」を使って、研究協力校で取組みを進めました。
この実践を基に、学習プログラムの学校現場への取り入れ方や、先生への聞き取りから検証した児童生徒の変化、先生のはたらきかけ
への影響について報告します。

図 自分なりの自分を感じる仮説モデル

表 「あるがままの自分を感じる
学習プログラム（試用）」ワーク一覧

富山県総合教育センター

調査研究事業 研究発表会

令和２年２月２１日（金）
午後１時３０分から
富山県総合教育センター 大研修室382

学校の教育課題解決のための調査・研究を行っています

教育研修部 １３：４０～１４：２５ 科学情報部 １４：３５～１５：２０

教育相談部 １５：３０～１６：１５

◆◆◆お申込み・お問合せ 富山県総合教育センター０７６ｰ４４４ｰ６１６３（企画課）◆◆◆


